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　季節はすっかり秋。稲刈りも終
わり、木々ももう少しで赤や黄色
に紅葉し始めます。�秋はよく“芸
術の秋”“読書の秋”などの言葉
と一緒に使われ、なにごとにも落
ちついてゆとりをもって物事に取
り組める季節としても親しまれて
います。編集者も落ちついて仕事
に取り組めればと思っているので
すが、秋は取材の宝庫。むしろ一
番机にいない時期にあたります。“締
切”の二文字に追いまわされない
よう今から気合を入れて取材に取
り組もうと思っています。�さて
秋といえばやっぱり“食欲の秋”。
でも“運動の秋”というのもあり
ますから、健康のためにもぜひ食
欲の秋だけでなく、運動の秋にも
したいものですね。 

和島村の人口と世帯数 
人　口　5 , 0 8 3人（±０人） 
　●男　2 , 4 4 7人（－１人） 
　●女　2 , 6 3 6人（＋１人） 
世帯数　1 , 3 1 1戸（±０戸） 

※８月末現在・（　）内は前月比 

広 報 わ し ま 
平成16年10月１日発行　№374 

発　行：和 島 村 役 場 
編　集：企 画 観 光 課 
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島
田
村
の
大
正
末
の
最
大
の
課
題
は
小
学
校

校
地
の
拡
張
と
校
舎
の
新
築
で
し
た
。 

　
校
地
は
１
２
０
０
坪
（
約
３
９
・
６
ア
ー
ル
）

に
す
ぎ
な
い
上
、
大
正
２
年
の
校
舎
増
築
後
は

と
く
に
屋
外
運
動
場
は
５
０
０
坪
（
１
６
・
５

ア
ー
ル
）
と
狭
く
「
催
し
物
で
も
あ
る
と
参
観

人
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
狭
い
グ
ラ
ン
ド
が
か

え
っ
て
ム
ー
ド
の
引
立
て
に
逆
効
果
が
あ
っ
た

『
島
田
小
学
校
60
周
年
誌
』
」
と
い
い
ま
す
。

そ
の
頃
の
グ
ラ
ン
ド
は
今
の
学
校
の
坂
を
登
っ

て
児
童
玄
関
の
前
の
ス
ペ
ー
ス
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。 

　
そ
こ
で
小
学
校
校
地
の
拡
張
と
校
舎
の
新
築

を
村
会
で
決
定
し
ま
す
。 

　
ま
ず
新
校
舎
と
新
体
育
館
の
建
設
が
優
先
さ

れ
ま
す
。
着
工
は
昭
和
２
年
７
月
１
日
、
竣
工

式
は
翌
年
の
昭
和
３
年
５
月
８
日
に
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
校
舎
増
築
に
よ
り
村

費
が
払
底
し
た
た
め
グ
ラ
ン
ド
造
成
の

見
通
し
が
た
た
な
く
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
久
須
美
東
馬
氏
の
寄
附
に
よ
り
実

現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
工
事
は
昭

和
２
年
８
月
に
始
ま
り
、
翌
年
３
月
末

に
完
了
。
そ
の
後
補
修
を
加
え
て
、
昭

和
５
年
10
月
１
日
に
は
校
舎
・
グ
ラ
ン

ド
落
成
記
念
大
運
動
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
久
須
美
家
は
大
正
９
年
に

も
学
校
基
本
基
金
に
寄
附
を
し
て
い
ま

す
。 

   

　
島
田
小
学
校
の
校
歌
は
大
正
12
年
に

校
歌
を
制
定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
前
年

の
学
制
頒
布
50
周
年
を
記
念
し
た
も
の

で
す
。 

　
大
正
時
代
は
こ
の
時
代
の
空
気
を
反

映
し
自
由
で
闊
達
な
教
育
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
自
由
教
育
運
動
は
児
童
の
興

味
と
能
力
に
応
じ
て
学
習
を
進
め
よ
う
、

自
発
多
岐
な
成
長
を
助
け
よ
う
と
い
う

試
み
で
、
明
治
以
来
の
教
授
法
に
対
す

る
革
新
を
目
指
す
も
の
で
し
た
。
大
正

14
年
の
島
田
小
学
校
の
研
究
会
に
も
５
年
前

ア
メ
リ
カ
、
ド
ル
ト
ン
市
で
始
め
ら
れ
た
新
教

育
法
の
研
究
発
表
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。 

   

　
昭
和
に
入
る
と
忠
誠
愛
国
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

国
民
精
神
の
統
一
が
進
め
れ
ら
れ
、
大
正
時
代

に
芽
生
え
た
個
性
を
伸
ば
そ
う
と
い
う
自
由
教

育
運
動
は
次
第
に
そ
の
姿
を
消
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

　
日
中
戦
争
が
泥
沼
化
し
第
２
次
世
界
大
戦
が

勃
発
す
る
と
と
も
に
、
学
校
も
ま
た
、
が
ら
り

と
そ
の
姿
を
変
え
て
い
き
ま
す
。 

　
軍
歌
が
歌
わ
れ
、
戦
意
高
揚
や
万
世
一
系
の

国
体
を
説
く
た
め
の
講
話
が
多
く
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
教
室
の
授
業
以
外
に
勤
労
作
業
を
行

な
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
島
田
小
学
校
で
も
戦
争
末
期
、
昭
和
20
年

８
月
１
日
に
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
開
墾
が
始
ま
り

ま
す
。
８
月
７
日
に
は
空
襲
に
そ
な
え
、
南
校

舎
の
偽
装
た
め
の
黒
塗
り
作
業
が
開
始
さ
れ
、

高
等
科
生
徒
が
こ
の
作
業
に
動
員
さ
れ
て
い
ま

す
。 

　
戦
争
の
波
は
縁
故
疎
開
児
童
の
増
加
に
も
表

れ
て
い
ま
す
。
桐
島
・
島
田
両
村
と
も
集
団
疎

開
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
島
田

小
学
校
の
疎
開
児
童
は
31
名
に
達
し
て
い
ま

し
た
。 

　
し
か
し
戦
時
体
制
が
進
ん
で
い
た
と
き
も
村

民
の
学
校
支
援
は
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
昭

和
17
年
に
は
児
童
数
増
に
応
じ
て
２
教
室
増

築
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
教
室
用
ラ
ジ
オ

音
声
機
や
映
写
機
な
ど
が
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。 

▲ 昭和2年校舎全景（創立80周年記念誌より） 

年
　
号 

島
田
小
学
校
の
主
な
で
き
ご
と 

昭　　　　　　　　　　　和 平　成 

51
年 

  52
年 

53
年 

    54
年 

57
年 

   58
年 

 59
年 

    ４
年 

６
年 

す
ず
か
け
会
歌
制
定 

給
食
道
路
の
開
通 

餅
つ
き
大
会
開
催 

学
校
だ
よ
り
「
兎
ヶ
丘
」
第
１
号
発
刊 

学
校
保
健
指
定
統
計
で
文
部
大
臣
賞
受

賞
す
る 

木
造
校
舎
屋
根
瓦
全
面
葺
替
え 

民
族
資
料
館
開
館
常
設 

校
旗
更
新
樹
立
式 

裏
山
校
地
と
な
る 

第
１
回
和
島
ま
つ
り
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
参
加 

交
通
安
全
優
良
校
と
し
て
県
警
本
部
長

表
彰 

交
通
安
全
運
動
教
室
で
県
警
本
部
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
来
校 

裏
山
制
美
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
１
９
０
名
奉
仕

作
業
（
創
立
80
周
年
事
業
） 

プ
ー
ル
完
成 

創
立
80
周
年
記
念
式
典 

 

島
田
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催 

島
田
小
学
校
の
金
管
バ
ン
ド
演
奏
で

「
東
日
本
大
会
」
に
出
場
す
る 
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明
治
34
年
島
田
村
が
誕
生
。
翌
年
、
村
会

が
発
足
し
て
か
ら
島
田
小
学
校
の
設
立
は
現
実

の
問
題
と
な
り
ま
す
。 

　
村
は
村
会
に
図
り
な
が
ら
最
初
に
校
地
選
定

委
員
を
選
出
し
ま
し
た
。
校
地
選
定
委
員
は
村

の
将
来
と
教
育
の
機
会
の
均
等
を
考
慮
し
て
、

島
田
村
中
央
部
の
大
字
曲
田
字
兎
河
内
を
選
定

し
答
申
。
こ
れ
に
基
づ
き
村
会
は
明
治
35
年

11
月
、
答
申
に
基
づ
き
満
場
一
致
で
校
地
位

置
を
議
決
し
ま
す
。 

　
し
か
し
敷
地
決
定
の
こ
ろ
か
ら
村
田
側
の
反

対
は
激
し
く
な
り
ま
し
た
。
明
治
36
年
に
、

村
田
校
の
取
り
壊
し
に
か
か
る
と
き
村
田
側
の

反
対
は
最
も
激
し
く
な
っ
た
。
妙
法
寺
を
は
じ

め
と
す
る
各
部
落
の
寺
の
鐘
や
部
落
の
貝
を
鳴

ら
し
、
竹
槍
ま
で
用
意
し
て
取
り
壊
し
阻
止
を

は
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
工
事
委
員
の
指
揮
に

よ
り
小
島
谷
か
ら
屈
強
の
人
足
が
村
田
校
に
向

か
い
、
流
血
の
惨
事
も
予
想
さ
れ
ま
し
た
が
、

急
を
知
っ
て
出
雲
崎
警
察
署
員
が
全
員
出
動
し

て
、
よ
う
や
く
取
り
壊
し
を
完
了
し
ま
す
。 

　
村
田
側
が
激
高
す
る
中
、
地
元
出
身
の
工
事

委
員
山
口
仙
一
は
懸
命
に
大
局
を
説
き
終
始
鎮

静
に
つ
と
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

島
田
小
学
校
設
立 

　
明
治
37
年
か
ら
今
日
に
い
た
る
ま
で
、
緑
豊
か
な
自
然
環
境
の
も
と
島
田
小
学
校
は
多
く
の

人
材
を
世
に
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
11
月
に
は
同
小
学
校
で
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
社
会
の
大

き
な
変
動
や
災
害
な
ど
大
き
な
変
動
を
乗
り
越
え
て
一
〇
〇
年
と
い
う
歴
史
を
刻
ん
だ
島
田
小

学
校
の
歴
史
に
触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

島
田
小
学
校
　
校
歌 作

詞
　
相
馬
　
御
風 

作
曲
　
小
林
　
　
礼 

年
　
号 

島
田
小
学
校
の
主
な
で
き
ご
と 

明　治 大　正 昭　　　　　　　　　　　和 

37
年 

  41
年 

  ２
年 

11
年 

12
年 

 ２
年 

７
年 

９
年 

10
年 

14
年 

16
年 

18
年 

20
年 

22
年 

25
年 

 26
年 

29
年 

30
年 

 32
年 

 35
年 

39
年 

41
年 

44
年 

49
年 

50
年 

 

小
島
谷
・
村
田
の
両
尋
常
小
学
校
が
合

併
し
て
島
田
尋
常
小
学
校
設
立 

三
島
郡
村
立
島
田
尋
常
小
学
校
と
改
称 

三
島
郡
島
田
村
島
田
尋
常
高
等
小
学
校

と
改
称 

 

校
舎
増
築 

同
窓
会
校
旗
寄
贈
樹
立 

校
歌
制
定 

 

南
校
舎
・
運
動
場
・
便
所
竣
工 

校
門
門
柱
完
成 

創
立
30
周
年
記
念
式
挙
行
・
旗
行
列 

島
田
村
立
青
年
学
校
開
設 

青
年
学
校
女
子
部
新
設 

三
島
郡
島
田
村
島
田
国
民
学
校
と
改
称 

映
写
機
・
映
写
幕
寄
贈
さ
れ
る 

食
料
増
産
の
た
め
グ
ラ
ウ
ン
ド
開
墾 

三
島
郡
島
田
村
立
島
田
小
学
校
と
改
称 

学
校
図
書
館
開
設 

ミ
ル
ク
給
食
開
始 

ミ
ソ
汁
給
食
開
始 

創
立
50
周
年
記
念
式 

島
田
村
・
桐
島
村
合
併
し
和
島
村
と
な
り 

和
島
村
立
島
田
小
学
校
と
改
称 

西
越
村
高
畑
部
落
和
島
村
に
合
併
児
童

転
入 

児
童
の
制
服
制
定 

創
立
60
周
年
記
念
式 

三
区
親
善
体
育
大
会
開
催 

校
舎
竣
工
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
） 

創
立
70
周
年
記
念
式 

給
食
室
天
井
張
替
・
家
庭
科
・
図
工
室

水
道
施
設
工
事
完
了 
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　７月の水害で延期された子宮がん検診について下記
のとおり実施いたします。 
　検査を受ける方には再度案内を送付いたします。 

●役場住民課から● 

　和島村では、今年も高齢者の方（接種日に65歳以
上の者）及び心臓病や腎臓などに重い病気のある方
（60～64歳）へ、インフルエンザの予防接種料金の
一部を助成いたします。 
　インフルエンザの予防接種は、高齢者の方がイン
フルエンザにかかると重症になったり、死亡する人
もいることから、インフルエンザを未然に防ぐため
のものです。希望者は役場又は医療機関にご相談く
ださい。 
■対象者　①接種日に65歳以上の方 
　　　　　②心臓・腎臓・呼吸器・免疫不全等に重

い病気のある60歳から64歳の方 
■接種時期　平成16年10月1日～ 
　　　　　　　　　　　　　平成17年3月31日まで 
■接種場所　木村医院・小黒医院 
　　　　　　（※村外の医療機関で接種を希望され

る方は、専用の予診票が必要となりま
すので、役場住民課へお問い合わせく
ださい。） 

■自己負担額　１人1,050円をご負担いただきます。
（※接種後、病院窓口でお支払いく
ださい。） 

■携行品　健康手帳・障害者手帳（本人確認のため） 
■接種方法　接種先の病院へ事前に予約をしてくだ

さい。 
◎お問合せ先 
　和島村役場住民課 
　保健衛生係　�74-3111（内線251） 

１．国土利用計画法の届け出とは…国土利用計画法
では、国土の適正かつ合理的な土地利用の確保を
図るため、法廷面積以上の土地取引を行った場合、
契約締結日（予約を含む）から２週間以内に土地
の所在する市町村を経由して都道府県知事に届出
をすることを義務づけています。 

○届出義務者：権利取得者（売買であれば買主が届
出を必要とします） 

○届出期間：契約締結から２週間以内 
○届出場所：土地の所在する市町村役場 
○届出事項：①土地売買等の当事者②土地の所在 
　　　　　　③土地の利用目的④土地の対価など 
○法廷面積：①市街化区域⇒2,000㎡、②左記①を

除く都市計画区域⇒5,000㎡、③都市計画区域以
外の区域⇒10,000㎡以上（※個々の取引面積は小
さくても、土地の総面積が上記の面積以上になる
場合には、届出が必要になります。） 

２．届出をしないと 
　土地にかかる契約（予約）をした日から２週間以

内に届出をしなかったり、偽りの届出をすると、
法律により罰せられることがあります。 

３．問い合わせ先…和島村役場企画観光課 
　　　　　　　　　（�74－3111） 

インフルエンザ予防接種についてお知らせ インフルエンザ予防接種についてお知らせ 
　11月7日で任期満了となる、和島村農業委員会委
員一般選挙は（選挙による委員定数は10名です）10
月26日告示、10月31日投票となります。 
 
■選挙の日程 
10月26日…選挙期日等の告示、立候補届の受付 
　　　　　選挙立会人の届出開始 
10月27日…期日前投票の開始 
10月28日…選挙立会人の届出期限 
10月30日…期日前投票最終日 
10月31日…投票日、即日開票（選挙会） 
 
■立候補予定者説明会 
　立候補の留意事項などについての説明会を次の日
程で行ないますので、立候補予定者又は代理人は出
席してください。ただし、会場の都合により立候補
予定者を含め２名以内となります。 
日　時／10月８日（金）　午後３時 
会　場／和島村保健センター「検診ホール」 
 
■立候補の届出 
１）届出期間…10月26日（告示日）の午前８時30分

～午後５時まで 
２）届出場所…和島村役場３階「大会議室」 
   
■投票できる時間 
　投票日当日…午前７時から午後８時まで 
　期日前投票…午前８時30分から午後８時まで 
 
詳細は選挙管理委員会にお問合せください。 

（�７４－３１１１） 

～10月31日投票日～ 

月　日 

11月16日（火） 

 

 

１１月１７日（水） 

 

１１月１８日（木） 

午前９時～１０時３０分 

午後１時～  ２時３０分 

 

午前９時～１０時３０分 

午後１時～  ２時３０分 

午前９時～１０時３０分 

 

梅田・東保内・村田・城之丘・両高 

新田・中央・下町上・下町下・川端・ 

道城下・法善町・寺町・小谷 

上桐・三瀬ヶ谷・北野・根小屋・荒巻 

上小島谷・中小島谷・下小島谷・駅前 

下富岡・若野浦・阿弥陀瀬・高畑・ 

日野浦・中沢 

受付時間 対象地区 場所 

和
島
村
保
健
セ
ン
タ
ー 

１）検診料　1,000円　　70歳以上　600円 
　　30歳以下　3,400円 
２）当日子宮がん検診個人記録票に記入しておもちくだ

さい。 
３）対象日で都合がわるい場合は、他の日に受診してく

ださい。 
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昭
和
20
年
８
月
14
日
、
日
本
は
ポ
ツ
ダ
ム

宣
言
を
受
諾
し
、
長
期
間
に
わ
た
る
戦
争
の
幕

が
閉
じ
ま
し
た
。 

　
学
校
で
は
昭
和
20
年
９
月
の
２
学
期
か
ら

正
常
な
授
業
に
も
ど
り
、
教
科
書
の
中
か
ら
戦

意
高
揚
、
国
防
軍
備
に
関
わ
る
も
の
や
国
際
和

親
を
妨
げ
る
も
の
は
教
科
書
の
黒
塗
り
作
業
を

行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

   

　
昭
和
39
年
６
月
16
日
新
潟
地
震
が
発
生
し

ま
す
。
こ
の
地
震
で
明
治
期
に
建
て
ら
れ
た
北

校
舎
の
一
部
が
沈
下
し
ま
す
。
こ
の
折
損
等
は

副
柱
つ
け
る
工
事
で
応
急
対
応
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
北
校
舎
の
改
築
は
明
治
37
年
。
落
成

し
て
か
ら
60
年
余
り
が
経
過
し
、
新
潟
地
震

の
被
害
も
あ
い
ま
っ
て
、
老
朽
校
舎
の
指
定
を

受
け
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
昭
和
44
年
新
校
舎
が
建
設
さ
れ

ま
す
。
木
造
か
ら
鉄
筋
２
階
建
て
姿
を
変
え
た

校
舎
の
威
容
は
、
裏
山
の
松
の
緑
に
も
マ
ッ
チ

し
、
け
だ
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
な
り
ま

し
た
。 

   

　
自
分
た
ち
が
住
む
村
を
将
来
ど
の
よ
う
に
生

か
し
、
発
展
さ
せ
る
か
。
子
ど
も
た
ち
の
夢
を

未
来
の
和
島
村
に
向
け
た
提
言
と
し
て
ま
と
め
、

地
域
の
人
々
に
向
け
て
発
表
す
る
場
と
し
て
、

和
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
で
こ
そ
、
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
は

〝
生
き
る
力
の
育
成
〞
が
柱
の
一
つ
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
島
田
小
学
校
で
は
、
こ
う
し
た
取

組
を
平
成
３
年
度
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。 

　
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
「
自
分
を
見
つ
め
る
」

「
人
と
か
か
わ
る
」
「
未
来
へ
発
信
す
る
」
の

３
点
。
地
域
を
素
材
に
〝
子
ど
も
た
ち
の
生
き

る
力
を
育
て
る
〞
た
め
の
実
践
に
努
め
て
き
ま

し
た
。 

　
良
寛
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
和
島
村
は
、
豊
か

な
自
然
、
歴
史
や
文
化
が
息
づ
く
学
び
の
宝
庫

で
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
ふ
る
さ
と
の

良
さ
に
触
れ
合
い
、
地
域
の
人
や
家
族
と
関
わ

り
あ
い
な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
住
む
和
島
村
を

研
究
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
単
な
る
ふ
る

さ
と
の
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ふ
る
さ
と
の
未

来
に
向
け
て
の
具
体
的
な
提
言
へ
と
発
展
し
て

い
き
ま
す
。
そ
の
発
表
の
場
が
「
島
田
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
な
の
で
す
。 

　
物
事
を
考
え
る
基
礎
づ
く
り
が
な
さ
れ
る
と

と
も
に
、
「
勉
強
し
て
よ
か
っ
た
」
「
こ
ん
な

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
「
こ
ん

な
夢
も
描
け
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
学
習

効
果
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
本
当
の
〝
学

習
の
価
値
〞
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

   

　
昔
に
く
ら
べ
る
と
現
在
の
教
育
環
境
は
整
備

が
進
み
、
子
供
た
ち
は
と
て
も
恵
ま
れ
た
環
境

の
も
と
で
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
こ
れ
も
当
時
の
先
人
た
ち
が
教
育
に
力
を
そ

そ
い
だ
結
果
に
あ
り
ま
す
。 

　
こ
う
し
て
歴
史
を
ひ
も
と
い
て
み
る
と
厳
し

い
財
政
の
中
で
も
、
ま
た
戦
争
中
の
厳
し
い
時

代
で
あ
っ
て
も
先
人
た
ち
が
教
育
に
力
を
注
ぎ
、

優
秀
な
人
材
を
地
域
に
育
て
よ
う
と
い
う
強
い

意
志
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
21
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
し
っ
か
り

と
勉
強
し
、
た
と
え
混
迷
す
る
時
代
で
あ
っ
て

も
、
た
く
ま
し
く
と
巣
立
っ
て
い
っ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
親
の
願
い
で
も
あ
り
、

地
域
社
会
共
通
の
願
い
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
願
い
が
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
大
き
な
力

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 



長
寿
を
祝
っ
て
　
和
島
村
敬
老
会 

被
災
者
へ
　
寄
託
者
か
ら
温
か
い
贈
り
物 

１
０
０
年
の
重
み
　
本
間
イ
ク
さ
ん
　
１
０
０
歳
の
お
祝
い 

　
敬
老
の
日
の
９
月
20
日

（祝）
、
勤
労
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
村
内
の
70
歳
以
上
の
お

年
寄
り
を
お
招
き
し
て
、
敬
老
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
式
典
で
は
、
笠
原
村
長
が
明
治
、
大

正
、
昭
和
、
平
成
と
激
動
の
時
代
の
中

で
、
今
日
の
日
本
の
繁
栄
と
礎
を
築
い

た
お
年
寄
り
に
対
し
、
お
祝
い
の
言
葉

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
村
内
有
志
の
皆
さ
ん
よ
る

踊
り
や
詩
吟
、
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち

に
よ
る
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
出
席
さ

れ
た
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
は
、
ひ
と
時

の
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
た
よ
う
で
す
。 

　
９
月
20
日

（祝）
、
「
敬
老
の
日
」
の
こ

の
日
、
本
間
さ
ん
の
お
宅
に
加
藤
博
祥

長
岡
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境
部
副

部
長
と
笠
原
村
長
が
訪
れ
、
国
、
県
、

村
よ
り
祝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。 

　
本
間
イ
ク
さ
ん
は
明
治
37
年
生
ま
れ
。

現
在
、
孫
が
４
人
、
曾
孫
が
７
人
、
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
耳
が
遠
か
っ
た
の

で
す
が
、
祝
状
を
贈
ら
れ
る
と
し
っ
か

り
祝
状
と
を
読
ん
で
「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
お
礼
を
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。
本
間
イ
ク
さ
ん
い
つ
ま
で

も
お
元
気
で
。 

 

　
９
月
12
日

（日）
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
７
月
13
日
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害

で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
義
援
金
の
贈
呈

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
義
援
金
は

新
潟
県
、
日
本
赤
十
字
社
新
潟
県
支
部
、

新
潟
共
同
募
金
会
、
新
潟
日
報
社
・
Ｂ

Ｓ
Ｎ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
潟
放
送
局
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
、

Ｔ
ｅ
ｎ
ｙ
に
寄
せ
ら
れ
て
も
の
で
す
。 

　
今
回
は
、
寄
託
者
の
温
か
い
お
気
持

ち
を
届
け
る
た
め
、
村
長
や
助
役
か
ら

被
災
さ
れ
た
皆
様
、
一
人
ひ
と
り
に
義

援
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
和
島
村
で
も
お
見
舞
い
や
義
援

金
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
お
見
舞

い
は
59
件
。
義
援
金
も
多
数
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
義
援
金
に
つ
い
て
は
被

災
さ
れ
た
皆
様
に
後
日
お
配
り
い
た
し

ま
す
。
ま
た
お
見
舞
い
に
つ
い
て
も
和

島
村
の
災
害
復
旧
の
た
め
有
効
に
活
用

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

▲ 寄託者を代表して村長より手渡しされました 

▲� 和島村にもお見舞いや義援金を多数いただいております 
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トピックス 

実
り
の
秋
　
昔
な
が
ら
の
稲
刈
り
体
験 
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
　
中
学
校
で
体
育
祭 

精
神
障
害
者
家
族
会
定
期
総
会
開
催 

〜
こ
こ
ろ
と
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
〜 

日
々
の
訓
練
が
大
切
で
す 

   

　
９
月
13
日

（月）
桐
島
小
学
校
５
年
生
の

児
童
が
農
協
職
員
の
指
導
の
も
と
稲
刈

り
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
ま
た
９
月
21

日
（火）
島
田
小
学
校
５
年
生
も
稲
刈
り
を

行
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
毎
年
体
験
学
習
の
一
環
と
し

て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
鎌
を
片
手
に

軍
手
、
長
靴
姿
の
子
供
た
ち
は
慣
れ
な

い
手
つ
き
で
黄
金
色
に
実
っ
た
稲
を
刈

り
取
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
夏
を
思
わ
せ
る
よ
う
な

大
変
暑
い
日
と
な
り
、
長
袖
姿
の
子
ど

も
た
ち
は
少
し
バ
テ
気
味
の
様
子
で
し

た
が
、
米
作
り
の
大
変
さ
を
身
を
も
っ

て
体
験
し
て
い
ま
し
た
。 

   

　
平
成
16
年
８
月
24
日

（火）
、
平
成
16
年

度
三
島
郡
精
神
障
害
者
家
族
会
連
絡
協

議
会
定
期
総
会
が
和
島
村
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
午
前
の
会
議
で
は
、
前
年
度

の
実
績
報
告
や
今
年
度
の
事
業
計
画
等

の
議
事
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。 

　
午
後
か
ら
は
研
修
会
が
行
な
わ
れ
、

新
潟
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の
村

山
義
一
氏
か
ら
「
こ
こ
ろ
と
体
の
リ
ハ

ビ
リ
」
を
テ
ー
マ
に
全
員
で
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
行
な
い
ま
し
た
。
出
席
し
た

家
族
か
ら
は
終
始
笑
い
声
が
あ
ふ
れ
、

郡
内
の
家
族
会
の
友
好
を
深
め
た
様
子

で
し
た
。 

                     

　
〝
い
ざ
！
〞
と
い
う
時
の
有
事
に
備

え
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
和
島
村
消
防

団
に
よ
る
火
災
想
定
訓
練
が
、
８
月
22

日
（日）
の
早
朝
、
島
崎
道
の
駅
前
の
村
道

路
肩
斜
面
を
出
火
現
場
に
想
定
し
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
早
朝
７
時
、
火
災
発
生
の
緊
急
放
送

が
鳴
り
響
く
と
、
物
々
し
い
サ
イ
レ
ン

の
音
と
と
も
に
駆
け
つ
け
た
消
防
団
員

ら
は
、
き
び
き
び
と
し
た
動
き
で
訓
練

に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。
一
瞬
に
し
て
全

て
を
奪
う
火
災
は
、
油
断
が
大
敵
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
防
火
意
識
を
高
め
、
火

の
取
扱
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

   

　
９
月
11
日

（土）
、
北
辰
中
学
校
で
体
育

祭
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
朝
は
肌
寒
か
っ

た
も
の
の
、
生
徒
た
ち
の
熱
気
の
お
さ

れ
た
の
か
、
時
間
と
と
も
に
気
温
も
上

昇
。
青
軍
と
紅
軍
の
２
軍
に
わ
か
れ
た

生
徒
た
ち
は
総
合
優
勝
目
指
し
て
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

　
今
年
は
午
前
、
午
後
合
わ
せ
て
13
の

競
技
が
行
わ
れ
、
こ
の
他
に
パ
ネ
ル
と

応
援
の
各
部
門
で
総
合
優
勝
が
争
わ
れ

ま
し
た
。 

　
結
果
は
紅
軍
が
優
勝
。
勝
っ
た
紅
軍
、

負
け
た
青
軍
と
も
生
徒
た
ち
に
と
っ
て

は
中
学
校
生
活
の
貴
重
な
思
い
出
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 
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生 涯 学 習 情 報  

  

　
去
る
９
月
14
日

（火）
、
県
消
費
者
生
活

セ
ン
タ
ー
が
行
な
う
「
く
ら
し
の
巡
回

講
座
」
の
一
環
と
し
て
、
『
安
心
の
セ

カ
ン
ド
ラ
イ
フ
』
を
テ
ー
マ
に
、
学
習

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
県
金

融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
、
高
齢
期

に
お
け
る
生
活
設
計
に
つ
い
て
の
指
導

講
習
を
受
け
ま
し
た
。 

　
『
人
そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ
た
セ
カ
ン
ド

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
（
第
２
の
人
生
設
計
）

が
あ
る
の
で
、
老
後
の
資
金
計
画
は
、

ど
ん
な
生
き
方
を
し
た
い
の
か
、
パ
ー

ト
ナ
ー
と
話
し
合
い
、
合
意
を
得
る
こ

と
が
何
よ
り
も
大
切
』
で
あ
る
と
。 

　
み
な
さ
ん
も
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
設

計
に
つ
い
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
語
り
あ
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？ 

 

　
島
田
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
、
子
ど
も
た
ち
が
本
物
の

優
れ
た
舞
台
芸
術
を
身
近
に
触
れ
、
共

演
す
る
機
会
と
し
て
行
な
わ
れ
る
「
本

物
の
舞
台
芸
術
体
験
事
業
（
文
化
庁
）」
。 

　
本
公
演
を
１
ヶ
月
後
に
控
え
た
９
月

６
日

（月）
、
京
都
か
ら
プ
ロ
の
舞
台
芸
術

家
３
名
が
島
田
小
学
校
を
訪
問
し
ま
し

た
。 

　
こ
の
日
は
、
公
演
当
日
に
出
演
す
る

子
ど
も
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
（
!?
）
と

舞
台
練
習
を
兼
ね
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。 

参
加
し
た
５
・
６
年
生
と
芸
術
家
た
ち

は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
歌
の
練
習

な
ど
、
時
が
経
つ
の
も
忘
れ
て
ふ
れ
あ

い
の
空
間
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
来
る
10
月
31
日

（日）
、
生
涯
学
習
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
in
ワ
シ
マ
を
開
催
。 

《
プ
ロ
グ
ラ
ム
》 

・
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
〔
作
品
展
〕 

・
午
前
９
時
〜
11
時
30
分 

　
　
　
　
〔
体
力
・
運
動
能
力
調
査
会
〕 

・
午
後
１
時
30
分
〜
〔
映
画
鑑
賞
会
〕 

　
芸
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
〝
秋
〞
、
ご
家

族
、
ご
友
人
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご

来
場
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
今
年
は
諸
般
の
事
情
か
ら
事

業
を
縮
小
開
催
と
し
、
「
芸
能
発
表
会
」

を
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
何

卒
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

     

　
公
民
館
で
は
、
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
開
催
に
伴
い
、
日
頃
の
学
習
成
果

を
発
表
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
年
に
一
度
の
生
涯
学
習
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
す
。
こ
の
機
会
を
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
募
集
内
容
】 

写
真
・
絵
画
・
短
歌
・
書
道
・
生
け

花
・
編
物
・
絵
手
紙
な
ど
。 

内
容
は
自
由
で
す
。 

【
お
申
込
み
】 

10
月
15
日

（金）
ま
で
に
公
民
館
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

     

　
ご
自
分
の
体
力
を
測
定
し
て
み
た
く

は
な
い
で
す
か
?!
「
普
段
運
動
し
て
る

け
ど
体
力
年
齢
は
い
く
つ
な
ん
だ
ろ
う
？
」

な
ど
と
思
っ
て
い
る
方
。
こ
の
機
会
に

是
非
参
加
さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
？

皆
さ
ん
の
参
加
！
お
待
ち
し
て
ま
す
!! 

■
期
　
日 

10
月
31
日

（日）
　
午
前
９
時
〜 

■
種
　
目 

握
力
、
上
体
起
こ
し
、
反
復
横
と
び
、

往
復
持
久
走
、
立
ち
幅
と
び
等 

■
お
申
込
・
お
問
合
せ
先 

役
場
　
教
育
委
員
会
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。 

    

　
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
〝
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新

潟
〞
後
援
会
よ
り
、こ
の
度
の
豪
雨
で
被

災
さ
れ
た
和
島
村
の
皆
さ
ん
の
復
旧
に

少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
「
サ
ッ
カ
ー

観
戦
」
の
ご
招
待
を
頂
き
ま
し
た
。 

■
日
　
程
／
10
月
30
日

（土） 

　
午
後
３
時
キ
ッ
ク
オ
フ 

　
午
前
11
時
30
ま
で
に
役
場
前
（
体
育

館
側
）
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
定
　
員 

　
50
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
） 

■
参
加
費 

大
人
１
人
　
２
、
０
０
０
円 

親
子
（
小
・
中
学
生
と
保
護
者
１
組

３
、
０
０
０
円
） 

高
校
生
１
人
１
、
０
０
０
円 

【
席
は
、
指
定
席
と
な
り
ま
す
。
】 

【
チ
ケ
ッ
ト
代
・
バ
ス
代
・
駐
車
場

代
全
て
含
む
】 

※
小
・
中
学
生
の
み
で
の
参
加
は
、

で
き
ま
せ
ん
の
で
、ご
了
承
下
さ
い
。 

■
受
付
期
間 

10
月
12
日

（火）
〜
15
日

（金）
の
５
日
間
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
役
場
　

教
育
委
員
会
ま
で 

※
詳
細
は
、
全
戸
配
布
さ
れ
ま
し
た
チ

ラ
シ（
オ
レ
ン
ジ
色
）を
ご
覧
下
さ
い
。 

〜
島
田
小
学
校
〜
　 

〜
い
き
い
き
大
学
〜
　 

作
品
展
出
品
者
募
集 

作
品
展
出
品
者
募
集 

体
力
測
定 

　
　
　
参
加
者
募
集 

体
力
測
定 

　
　
　
参
加
者
募
集 

第
24
回 

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

　
　
　
　
　
　
　
　
in
ワ
シ
マ 

●
10
月
31
日
開
催
● 

電
話
番
号 

74
―
３
１
１
１ 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

74
―
３
５
０
０ 

☆
10
月
10
日
（日） 

☆
10
月
24
日
（日）
 

※
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

　
５
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
10
月
24
日
は
小
体
育
館
の
み
開
放

　
と
な
り
ま
す
。 

○上映日時　10月31日（日）　午後1時30分～3時 
○会　　場　農村勤労福祉センター（大体育館） 
○料　　金　無料 

　
「
子
供
は
社
会
を
映
す
鏡
」
。
大
人
が
正
し
く
、

美
し
く
な
い
か
ら
、そ
れ
を
そ
の
ま
ま
子
供
が
映

し
て
し
ま
う
。「
最
近
の
若
者
は
」
何
て
言
わ
れ

る
が
、そ
れ
は
今
の
大
人
を
そ
の
ま
ま
映
し
て
い

る
か
ら
で
は･･･
。こ
の
映
画
は
、こ
う
し
た
大
人

の
責
任
と
身
近
な
社
会
問
題
を
色
濃
く
盛
り
込

ん
で
い
ま
す
。 

　
心
の
壁（
ハ
ー
ド
ル
）を
乗
り
越
え
て
、自
分
の

信
念
で
行
動
す
る
勇
気
を
も
っ
て
ほ
し
い
と
の
願

い
が
込
め
ら
れ
た
こ
の
映
画
。
大
人
も
子
ど
も
も
、

ハ
ー
ド
ル
を
乗
り
越
え
る
一つ
の
き
っ
か
け
と
し
て
、

ぜ
ひ
こ
の
映
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

種　　　　目 順位 校名 氏　　名 

５０ｍ自由形 １位 桐島 早川　大地 
５０ｍ平泳ぎ １位 島田 小林　尚広 
５０ｍ背泳ぎ １位 桐島 羽鳥　駿久 
１００ｍ個人メドレー １位 桐島 早川　大地 

【第5学年　男子】 

種　　　　目 順位 校名 氏　　名 

５０ｍ自由形 １位 島田 川瀬　真希 
５０ｍ平泳ぎ １位 桐島 佐藤　麻衣 
２５ｍバタフライ １位 桐島 佐越美智瑠 
１００ｍ個人メドレー １位 桐島 佐越美智瑠 

【第５学年　女子】 

種　　　　目 順位 校名 氏　　名 

５０ｍ自由形 １位 桐島 早川貴裕 
１００ｍ自由形 １位 島田 小日向新 
５０ｍ平泳ぎ １位 桐島 小黒恵太朗 
１００ｍ平泳ぎ １位 桐島 小黒恵太朗 
５０ｍ背泳ぎ １位 島田 久須美駿 
１００ｍ背泳ぎ １位 島田 久須美駿 
５０ｍバタフライ １位 島田 八子航平 
１００ｍ個人メドレー １位 島田 八子航平 

【第６学年　男子】 

種　　　　目 順位 校名 氏　　名 

５０ｍ自由形 １位 桐島 大久保友美 
１００ｍ自由形 １位 桐島 大久保友美 

【第６学年　女子】 

種　　　　目 順位 校名 氏　　名 

２００ｍメドレーリレー １位 桐島 桐島　Ａチーム 
２００ｍリレー １位 島田 島田　Ａチーム 

【第５・６学年　男子】 

種　　　　目 順位 校名 氏　　名 

１００ｍ走 １位 島田 原田　和樹 
１５００ｍ走 １位 島田 小林　尚広 

【第５学年　男子】 

種　　　　目 順位 校名 氏　　名 

８０ｍハードル走 １位 桐島 佐藤　麻衣 

【第５学年　女子】 

種　　　　目 順位 校名 氏　　名 

８０ｍハードル走 １位 桐島 河上　大生 
１５００ｍ走 １位 桐島 桑原　優佑 
走り高跳び １位 島田 山田　達生 

【第６学年　男子】 

種　　　　目 順位 校名 氏　　名 

１００ｍ走 １位 桐島 大久保友美 
８００ｍ走 １位 桐島 大久保友美 
走り高跳び １位 島田 中村　新菜 

【第６学年　女子】 

平成16年度　三島郡3区親善水泳大会結果 
平成16年７月２７日　開催 

平成16年度　三島郡第3区親善陸上大会結果 
平成16年9月16日　開催 

和島村体育協会30周年記念イベント 和島村体育協会30周年記念イベント 

　７・13豪雨災害発生のため、延期させていただきました「和
島村体育協会記念式典・イベント」を１日も早い復興の願い
も込めまして、「和島村体育協会記念式典・災害復興イベン
ト」と名称を改め、開催する運びとなりました。 
　10月16日（土）午後１時から和島農村勤労福祉センター
で行ないます。 
　国内唯一のプロバスケットボー
ルチーム『新潟アルビレックス』
が和島村にやってきます。１軍
全選手14名参加という、また
とないイベントです。ご家族・
ご近所お誘い合わせの上参加
下さい。 
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11

道
路
交
通
法

道
路
交
通
法
の
一
部
が
改
正
さ

改
正
さ
れ
ま
す 

道
路
交
通
法

道
路
交
通
法
の
一
部
が
改
正
さ

改
正
さ
れ
ま
す 

道
路
交
通
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
す 

　
平
成
16
年
11
月
１
日
よ
り
道
路
交
通

法
が
改
正
さ
れ
次
の
よ
う
に
変
更
さ
れ

ま
す
。 

 

☆
携
帯
電
話
等
の
使
用
等
に
関
す
る
罰

則
強
化 

　
今
ま
で
は
、
携
帯
電
話
使
用
し
、
危

険
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
に
の
み
罰
則
が

適
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
後
は
、

運
転
中
に
手
に
持
っ
て
い
る
携
帯
電
話

等
に
よ
り
、
通
話
や
メ
ー
ル
等
の
行
為

を
警
察
官
が
認
め
た
時
点
で
違
反
と
な

り
、
取
り
締
ま
り
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

（
５
万
円
以
下
の
罰
金
） 

 

☆
飲
酒
検
知
拒
否
に
対
す
る
罰
則
強
化 

　
警
察
官
に
よ
る
飲
酒
検
知
を
拒
否
し

た
も
の
に
対
す
る
罰
則
は
、
今
ま
で
５

万
円
以
下
の
罰
金
で
し
た
が
、
改
正
後

は
、
30
万
円
以
下
の
罰
金
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。 

 

☆
暴
走
族
対
策
の
強
化 

○
暴
走
族
に
よ
る
集
団
暴
走
行
為
に
つ

い
て
、
迷
惑
を
被
っ
た
人
や
、
危
険
に

遭
っ
た
人
が
い
な
く
て
も
、
処
罰
の
対

象
と
な
り
ま
す
。 

○
空
ぶ
か
し
等
騒
音
運
転
等
に
対
す
る

罰
則
を
新
設
（
５
万
円
以
下
の
罰
金
） 

  

  
○
消
音
器
不
備
（
マ
フ
ラ
ー
の
切
断
、

騒
音
低
減
装
置
の
取
り
外
し
、
排
気
口

以
外
の
開
口
）
が
２
万
円
以
下
の
罰
金

か
ら
、
５
万
円
以
下
の
罰
金
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。 

 

☆
レ
ッ
カ
ー
移
動
し
た
車
両
の
売
却
ま

で
の
期
間
を
短
縮 

　
駐
車
違
反
な
ど
で
レ
ッ
カ
ー
移
動
さ

れ
た
車
両
の
保
管
期
間
が
、
こ
れ
ま
で

は
３
カ
月
で
し
た
が
、
１
カ
月
に
短
縮

さ
れ
ま
す
。 

　
平
成
17
年
４
月
か
ら
新
し
く
保
育
所

に
入
所
を
希
望
す
る
児
童
の
申
込
受
付

を
、
次
の
要
領
で
行
い
ま
す
。 

■
受
付
期
間 

　
10
月
12
日

（火）
〜
10
月
29
日

（金） 

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
５
時 

■
申
込
用
紙
取
扱
及
び
受
付
場
所 

　
役
場
住
民
課
福
祉
係 

■
対
象
児
童 

　
家
庭
に
お
い
て
、
父
母
、
祖
父
母
等

が
労
働
・
療
養
又
は
病
人
の
看
護
等
の

理
由
で
保
育
で
き
な
い
児
童
。 

■
定
　
員 

　
１
２
０
名 

■
通
常
の
保
育
時
間 

　
午
前
８
時
〜
午
後
４
時
30
分 

（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
） 

■
送
　
迎 

　
原
則
バ
ス
通
園
（
た
だ
し
、
３
歳
児

未
満
、
延
長
保
育
希
望
者
に
つ
い
て
は
、

そ
の
保
護
者
が
送
迎
し
て
く
だ
さ
い
。
） 

■
保
育
料 

　
児
童
の
４
月
１
日
現
在
の
年
齢
や
生

計
を
同
じ
く
す
る
父
母
（
祖
父
母
が
家

計
の
主
催
者
で
あ
る
場
合
は
除
く
）
の

納
め
て
い
る
税
金
額
で
保
育
料
徴
収
基

準
に
よ
り
徴
収
し
ま
す
。 

■
給
　
食 

　
☆
３
歳
未
満
児
（
完
全
給
食
） 

　
☆
３
歳
以
上
児
（
副
食
給
食
） 

■
必
要
書
類 

①
入
所
申
込
書 

②
平
成
16
年
分
源
泉
徴
収
票
（
給
与
　

所
得
者
は
会
社
か
ら
受
け
取
り
し
だ
い

提
出
し
て
く
だ
さ
い
） 

③
入
所
調
査
書 

④
就
労
証
明
書
（
内
職
や
パ
ー
ト
の
方

は
依
頼
主
・
雇
用
主
の
証
明
） 

※
平
成
16
年
度
か
ら
引
き
続
き
入
所
を

希
望
さ
れ
る
児
童
の
手
続
き
に
つ
い
て

は
保
育
所
を
通
じ
て
連
絡
し
ま
す
。 

○
延
長
保
育
に
つ
い
て 

　
共
働
き
な
ど
の
家
庭
で
、
通
常
の
保

育
時
間
内
に
送
迎
で
き
な
い
た
め
に
延

長
保
育
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
保
育

所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

◎
詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
住
民
課
・
福

祉
係
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。 

  

　
平
成
17
年
４
月
か
ら
幼
稚
園
に
入
園

を
希
望
す
る
幼
児
の
申
込
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
す
。 

■
受
付
期
間 

　
10
月
12
日

（火）
〜
10
月
29
日

（金） 

■
入
園
で
き
る
幼
児 

　
平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
。 

■
提
出
書
類
及
び
提
出
先 

　
入
園
願
の
用
紙
と
幼
稚
園
に
関
す
る

説
明
書
を
、
保
育
所
を
通
じ
て
幼
児
の

ご
家
庭
に
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
幼
稚
園
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
入
園
願
の
用
紙

は
幼
稚
園
及
び
教
育
委
員
会
に
も
あ
り

ま
す
。 

◎
詳
細
に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会
ま
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。 

 

　
長
岡
及
び
上
越
地
域
振
興
局
で
は
、

月
２
回
巡
回
相
談
（
面
接
）
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
、
無
料

で
弁
護
士
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
助

言
に
基
づ
き
、
専
門
の
相
談
員
が

適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

な
お
、
長
岡
及
び
上
越
で
の
面
接

相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
。 

■
お
問
合
せ 

　
新
潟
県
交
通
事
故
相
談
所 

　
新
潟
市
新
光
町
４
番
地
１ 

　
（
県
庁
１
階
） 

�
０
２
５
―
２
８
０
―
５
７
５
０ 

平
日
の
み
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

和
島
幼
稚
園
及

和
島
幼
稚
園
及
び 

　
　
　
　
　
　
保
育
所

　
　
　
　
　
　
保
育
所 

入
園
入
所
受
付

入
園
入
所
受
付
の
ご
案
内
案
内 

和
島
幼
稚
園
及

和
島
幼
稚
園
及
び 

　
　
　
　
　
　
保
育
所

　
　
　
　
　
　
保
育
所 

入
園
入
所
受
付

入
園
入
所
受
付
の
ご
案
内
案
内 

和
島
幼
稚
園
及
び 

　
　
　
　
　
　
保
育
所 

入
園
入
所
受
付
の
ご
案
内 

平
成
17
年
度 

〜
10
月
12
日（
火
）よ
り
〜 

保
育
所

保
育
所 

保
育
所 

幼
稚
園

幼
稚
園 

幼
稚
園 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間 
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新
潟
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
は
10
月

17
日

（日）
で
す
。 

　
い
ろ
い
ろ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
お
あ
り

と
思
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
そ
ろ
っ
て

投
票
し
ま
し
ょ
う
。 

　
　
贈
ら
な
い 

　
　
　
求
め
な
い 

　
　
　
　
受
け
と
ら
な
い 

　
さ
わ
や
か
で
ク
リ
ー
ン
な
選
挙
を
し

ま
し
ょ
う
。 

 

☆
投
票
日
当
日
の
投
票 

　
投
票
で
き
る
時
間
は
午
前
７
時
か
ら

午
後
８
時
ま
で 

◇
候
補
者
の
名
前
は
、
は
っ
き
り
書
い

て
く
だ
さ
い
。
せ
っ
か
く
投
票
し

て
も
書
い
た
字
が
分
か
ら
な
い
た

め
に
無
効
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
名
前
は
は
っ
き
り
書
い

て
く
だ
さ
い
。 

◇
身
体
が
不
自
由
な
た
め
に
自
分
で
投

票
用
紙
に
書
け
な
い
人
は
、
投
票

所
で
係
員
に
申
し
出
れ
ば
代
理
投

票
の
補
助
者
か
ら
代
筆
し
て
も
ら

い
ま
す
。
投
票
の
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
の
で
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

☆
入
場
券
は 

　
入
場
券
に
は
投
票
所
の
場
所
、
時
間

が
表
示
さ
れ
ま
す
。
入
場
券
を
な
く
さ

れ
た
方
は
投
票
日
に
投
票
所
で
再
発
行

し
ま
す
。
（
期
日
前
投
票
を
す
る
場
合

も
入
場
券
が
必
要
で
す
。
手
元
に
届
い

て
い
な
い
場
合
は
投
票
に
お
い
で
に
な
っ

た
時
に
発
行
し
ま
す
） 

 

☆
期
日
前
投
票
に
つ
い
て 

　
投
票
は
、
投
票
日
に
き
め
ら
れ
た
投

票
所
で
行
な
う
の
が
原
則
で
す
が
、
投

票
日
に
冠
婚
葬
祭
、
旅
行
、
出
張
な
ど

の
理
由
が
あ
る
場
合
は
、
前
も
っ
て
投

票
で
き
る
「
期
日
前
投
票
」
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
し
投
票
日
当
日
に
満

20
歳
を
迎
え
る
方
に
つ
い
て
は
従
来
ど

お
り
の
不
在
者
投
票
と
な
り
ま
す
。 

 

☆
役
場
で
の
期
日
前
投
票 

　
手
続
き
は
…
不
在
理
由
に
○
印
を
記

入
す
る
宣
誓
書
を
提
出
し
て
投
票
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
用
紙
は
期
日

前
投
票
所
（
役
場
２
階
）
に
あ
り
ま
す
。

印
鑑
は
不
要
で
す
。 

期
間
は
…
選
挙
期
日
の
告
示
日
の
翌
日

10
月
１
日

（金）
か
ら
10
月
16
日

（土）
ま
で
の

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で

す
。
（
期
間
中
は
、
土
・
日
曜
、
祝
日

も
投
票
が
で
き
ま
す
。
） 

 

○
不
在
者
投
票
に
つ
い
て 

 

　
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
他
の

市
町
村
に
長
期
滞
在
中
の
方
は
、
滞
在

先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
手
続
き
は
、
和
島
村

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
。 

 

　
都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
の
指

定
す
る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

院
、
入
所
し
て
い
る
方
は
、
そ
の
病
院

や
施
設
で
投
票
で
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
施
設
の
担
当
係
員
に
お
申
し
で
く
だ

さ
い
。 

 

　
重
度
の
身
体
障
害
や
戦
傷
病
者
の
方

は
、
自
宅
か
ら
郵
便
で
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
障
害
の
種
類
・
程
度
等

に
よ
り
対
象
者
と
な
り
ま
す
。 

●
和
島
村
選
挙
管
理
員
会
へ
身
体
障
害

者
手
帳
又
は
戦
傷
病
者
手
帳
を
提

示
（
ご
家
族
の
方
で
よ
ろ
し
い
で
す
）

し
て
、
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の

交
付
を
受
け
ま
す
。 

●
本
人
が
署
名
（
自
書
）
し
た
請
求
書

に
、
こ
の
証
明
書
を
添
付
し
て
請

求
す
る
と
投
票
用
紙
と
投
票
送
付

用
の
封
筒
等
を
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。 

●
障
害
の
程
度
に
よ
り
自
ら
投
票
の
記

載
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

代
理
記
載
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

●
投
票
用
紙
等
の
請
求
期
限
は
、
投
票

日
の
４
日
前
10
月
13
日

（水）
ま
で
で
す
。 

　 　
そ
の
他
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

和
島
村
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。 

　
（
�

 74
―
３
１
１
１
） 

　
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
一
般
ご
み
の

約
６
割
が
、
レ
ジ
袋
や
ト
レ
イ
な
ど

の
包
装
容
器
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ

て
い
ま
す
か
？ 

　
新
潟
県
で
は
毎
年
10
月
を
「
マ
イ

バ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
」
、
毎

月
５
日
は
「
ノ
ー
・
レ
ジ
袋
デ
ー
」

と
し
て
ゴ
ミ
の
削
減
に
努
め
て
い
ま

す
。 

    

　
も
し
こ
の
ま
ま
ご
み
が
ふ
え
続
け

れ
ば
、
限
り
あ
る
資
源
を
次
の
世
代

に
残
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た

ご
み
が
最
終
処
分
場
を
埋
め
尽
く
し
、

捨
て
場
が
な
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に

ゴ
ミ
処
理
に
多
額
の
税
金
が
投
入
さ

れ
つ
づ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
ち
な
み
に
県
内
の
一
般
廃
棄
物
の

総
排
出
量
は
平
成
13
年
度
速
報
で
１

０
７
万
２
千
ト
ン
。
要
し
た
経
費
は

４
２
０
億
円
に
も
な
り
ま
す
。 

　
こ
れ
を
県
民
一
人
当
た
り
直
す
と

ゴ
ミ
処
理
に
年
間
１
６
、
８
９
９
円

も
の
経
費
が
使
わ
れ
て
い
る
計
算
に

な
り
ま
す
。
仮
に
４
人
家
族
で
あ
れ

ば
年
間
約
６
万
８
千
円
に
な
り
ま
す
。 

         

　
こ
う
し
た
「
大
量
生
産
・
大
量
消

費
・
大
量
廃
棄
の
社
会
」
を
、
消
費

者
自
ら
の
行
動
に
よ
っ
て
「
地
球
に

や
さ
し
い
循
環
型
社
会
」
に
転
換
し

よ
う
と
い
う
の
が
買
い
物
で
く
ら
し

を
変
え
よ
う
ゴ
ミ
半
減
運
動
で
す
。

「
マ
イ
バ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
や

「
ノ
ー
・
レ
ジ
袋
デ
ー
」
は
こ
の
県

民
運
動
の
一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
。 

    

　
買
い
物
に
行
く
際
に
、
買
い
物
袋

を
持
参
す
る
な
ど
、
レ
ジ
袋
を
も
ら

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
も
し
く
は
、
必
要
以
上
に
レ
ジ
袋

を
も
ら
わ
な
い
と
い
う
こ
と
も
大
切

で
す
。 

　
資
源
や
ゴ
ミ
の
処
分
場
は
無
限
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
　 

　
大
切
な
自
然
を
次
の
世
代
に
残
す

た
め
、
ま
ず
自
分
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

●
投
票
日
は
10
月
17
日
で
す
● 
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第6回　点検商法に気をつけよう 

ハガキの書き方 ハガキの書き方 

契
約
解
除
通
知
書 

契
約
年
月
日
　
　
平
成
０
年
０
月
０
日 

商
　
品
　
名
　
　
○
○
○
○
○ 

契
　
約
　
金
　
　
０
０
０
０
０
円 

販
売
会
社
　
　
　
○
○
○
○
○
○ 

　
担
当
者
名
　
　
○
○
○
○
○
○ 

 

右
の
契
約
を
解
除
し
ま
す
。 

な
お
、
支
払
済
の
金
０
０
０
０
０
円
を
返
金
し
商
品
を
引
き
取
っ
て
く
だ
さ
い 

 

平
成
○
○
年
○
月
○
日 

　
　
　
　
　
住
所 

　
　
　
　
　
氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印 

  

後
悔
先
に
立
た
ず

後
悔
先
に
立
た
ず 

「
点
検
商
法

点
検
商
法
」
に
ご
注
意
注
意
を
！ 

後
悔
先
に
立
た
ず

後
悔
先
に
立
た
ず 

「
点
検
商
法

点
検
商
法
」
に
ご
注
意
注
意
を
！ 

後
悔
先
に
立
た
ず 

「
点
検
商
法
」
に
ご
注
意
を
！ 

被
害
に
あ
わ
な
い

被
害
に
あ
わ
な
い 

　
　
　
　
　
た
め
に
は

　
　
　
　
　
た
め
に
は 

被
害
に
あ
わ
な
い

被
害
に
あ
わ
な
い 

　
　
　
　
　
た
め
に
は

　
　
　
　
　
た
め
に
は 

被
害
に
あ
わ
な
い 

　
　
　
　
　
た
め
に
は 

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ 

　
　
　
　

　
　
　
　
の
対
象
対
象
で
す 

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ 

　
　
　
　

　
　
　
　
の
対
象
対
象
で
す 

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ 

　
　
　
　
の
対
象
で
す 

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は 

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は 

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は 

　
今
回
は
い
つ
も
の
「
和
島
村
の
下
水
道
」

と
は
少
し
目
線
を
変
え
て
、
悪
質
商
法
の

一
種
で
あ
る
点
検
商
法
の
手
口
と
そ
の
注

意
の
方
法
に
つ
い
て
で
す
。 

    

　
「
役
場
の
ほ
う
か
ら
排
水
管
の
点
検
に

来
た
」 

　
「
今
、
こ
の
近
く
で
下
水
工
事
を
し
て

い
る
が
、
お
宅
の
排
水
管
を
見
せ
て
ほ
し

い
」 

　
こ
の
よ
う
に
、
あ
た
か
も
役
場
が
関
係

し
て
い
る
と
思
わ
せ
る
言
葉
を
か
た
っ
て

宅
内
の
排
水
管
な
ど
の
点
検
、
修
繕
を
求

め
る
訪
問
セ
ー
ル
ス
（
点
検
商
法
）
が
頻

発
し
て
い
ま
す
。 

　
和
島
村
役
場
が
民
間
会
社
に
宅
内
の
点

検
な
ど
を
あ
っ
せ
ん
・
依
頼
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

　
自
宅
内
に
設
置
さ
れ
た
、
個
人
の
所
有

物
で
あ
る
排
水
桝
の
管
理
は
所
有
者
の
責

任
と
な
り
ま
す
の
で
、
国
県
市
町
村
が
点

検
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
排
水
桝
は
、
半
年
に
一
度
程
度
、
桝
内

の
沈
殿
物
（
主
に
油
か
す
や
生
ゴ
ミ
等
）

を
取
り
除
け
ば
（
燃
え
る
ゴ
ミ
と
し
て
処

分
）
支
障
な
く
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
「
無
償
で
点
検
し
て
い
ま
す
。
」

な
ど
と
言
っ
て
点
検
を
し
、
不
良
個
所
を

見
つ
け
て
強
引
に
修
理
を
迫
る
、
と
い
う

場
合
も
あ
り
ま
す
。 

　
安
易
に
契
約
す
る
と
、
高
額
の
代
金
を

請
求
さ
れ
た
り
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
訪
問
が
あ
っ
た
と
き
は
、

十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

     

①
名
刺
を
も
ら
う
な
ど
、
相
手
の
連
絡
先

や
氏
名
を
確
認
す
る
。 

②
身
分
証
明
書
に
ご
ま
か
さ
れ
な
い
。 

　
最
近
で
は
写
真
入
の
身
分
証
明
書
を
携

帯
し
あ
た
か
も
本
物
の
よ
う
に
見
せ

か
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

③
役
場
に
電
話
を
か
け
、
確
認
す
る
。 

④
そ
の
場
で
は
絶
対
に
契
約
し
な
い
。 

⑤
そ
の
日
の
内
に
工
事
を
す
る
よ
う
な
業

者
は
悪
質
業
者
の
可
能
性
が
高
い 

⑥
し
つ
こ
い
場
合
は
、
警
察
に
連
絡
す
る

と
伝
え
る
。 

⑦
帰
り
際
に
〝
捨
て
ゼ
リ
フ
〞
を
言
っ
て

立
ち
去
る
業
者
が
い
る
が
動
じ
な
い

よ
う
に
す
る
。 

⑧
帰
っ
た
あ
と
で
、
不
審
な
シ
ー
ル
や
目

印
が
な
い
か
点
検
し
、
あ
れ
ば
撤
去

す
る
（
様
々
な
問
題
商
法
の
目
印
に
な
っ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
。 

⑨
本
当
に
必
要
で
あ
っ
て
も
誰
か
に
相
談

し
て
決
め
る
。 

    

　
排
水
管
の
清
掃
は
、
特
定
商
取
引
法
に

よ
る
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
対
象
で
す
。 

　
契
約
書
が
交
付
さ
れ
た
日
を
含
め
て
８

日
以
内
に
通
知
す
れ
ば
、
消
費
者
か
ら
一

方
的
に
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

　
ポ
イ
ン
ト
は
清
掃
が
実
施
さ
れ
た
後
で

も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
と
い
う

点
で
す
。
「
清
掃
し
て
も
ら
っ
た
か
ら
も

う
ダ
メ
だ
」
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。 

　
ま
た
期
間
を
過
ぎ
て
も
、
契
約
書
の
不

備
が
あ
る
場
合
や
販
売
方
法
に
問
題
が
あ

る
場
合
は
、
解
約
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。 

　
あ
き
ら
め
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

             

    

○
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
効
果 

　
支
払
っ
た
金
額
は
全
額
返
金
さ
れ
、
解

約
に
伴
う
損
害
賠
償
を
請
求
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
商
品
の
引
き
取
り

費
用
は
販
売
業
者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

○
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
方
法 

　
書
面
で
解
除
の
意
思
を
販
売
会
社
へ
通

知
し
ま
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
し
た
場

合
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
へ
も
出
し
ま
す
。 

 

〔
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
や
り
方
〕 

①
自
宅
用
に
必
ず
両
面
と
も
コ
ピ
ー
を
と
っ

て
お
き
ま
す 

②
郵
便
局
に
行
き
、
配
達
記
録
郵
便
で
出

し
ま
す
。 
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？ ？ 
？ ？ 

？ ？ 

 
 
 
 
 
◎早期発見と早期治療が重要なポイント 
　痴呆はその進み方によって軽度痴呆、中度痴呆、重度痴呆に別けられます。誰の目からみても分かるよう
であればかなり進行した重度痴呆状態にあると思います。 
　あまり目立たないうちに早期痴呆相談で適切に対応することが重要なポイントです。そこで、早期発見の
ためにボケの症状について紹介します。 
 
 

◎早期痴ほう相談 
　村は、保健師による早期痴ほう相談を実施しています。いくつかの問診と相談で生活の仕方をどう変えれ
ばよいかアドバイスをしています。早めの対応が病気の経過を左右します。 
　「おやっ」と思ったら気軽に相談ください。 
■相談時間／随時（予約が必要）■場所／和島村住民課 
■お問合せ／住民課保健衛生係り　保健師　（�７４－３１１１） 

　　　　　　　　　　　　　　（４項目以上あてはまれば疑いがあります） 
□あまり感動しなくなった □ぼんやりしていることが多くなったと思う 
□根気がなくなった □発想が乏しく、画一的になる 
□1日や1週間の計画を自分で立てられない □相手の意見を聞かない 
□３つ以上の用事を同時に並行して片付けられない □同じ事をくりかえして話したり聞いたりする 
□生きがいが感じられなくなった 
 
　　　　　　　　　　　　　　（４項目以上あてはまれば疑いがあります） 
□日付けがあやふやになるなる □身だしなみに無頓着に 
□ガス、風呂の火、電気の消し忘れが目立つ □季節や目的にあった服が選べない 
□料理の味付けが変になる □草取り、洗濯物の整理など手馴れた仕事が出来ない 
□指示どおりに薬がのめない □しまい場所を忘れ「盗まれた」と騒ぐ　　 
□簡単な計算ができない □昨日の出来事をすっかり忘れる 
 
　　　　　　　　　　　　　　（３項目以上あてはまれば疑いがあります） 
□家族の顔や間柄もわからない □食べたことをすぐ忘れる 
□汚れた下着をそのまま平気で着ている。 □誰もいないのに人がいると思う 
　上着に足を通したり1人で着脱ができない □排泄もおぼつかなくなり失敗が多い 
□家庭生活に介助が必要になる（食事・入浴・排泄） □独り言や繰り返しが多くなる 
□風呂に入るのを嫌がる □しばしば自宅の方向がわからなくなる 



INFORMATION

10月の納税・納入 
村 県 民 税  

国 民 健 康 保 険 料  

介 護 保 険 料  

保 育 所 保 育 料  

幼 稚 園 保 育 料  

○ 

○ 

○ 

○ 

○ INFORMATION

役場　�74－3111　FAX74－2791

10月の救急診療のご案内 

※都合により当番の変更がありますので、事前にご確認ください。 

■内科、小児科、外科、歯科の昼間 
診療科目 診療時間 

長岡市休日急患診療所（�35－8255） 
長岡休日急患歯科診療所（�33－9644） 

内科（小児科）・外科  
歯科 

9：00～18：00
9：00～16：00

15

■休日救急当番医表 

■お問い合せ及び連絡先 

長岡赤十字病院 
長岡中央綜合病院 
立 川 綜 合 病 院  
明 石 医 院  

�28－3600 
�35－3700 
�33－3111 
�32－3262

小 林 医 院  
セントポーリアウィメンズクリニック 
トマトレディスクリニック 
丸 岡 医 院  

�27－7755�
�21－0800 
�39－7111 
�39－2422

区　　分 午前10時～午後５時 午前９時～翌午前９時 
診療科目 産婦人科 内科・小児科・外科・産婦人科 
    3日（日）�
  10日（日）�
  11日（祝）�

  17日（日）�

  24日（日）�
  31日（日）�

小 林 医 院  

丸 岡 医 院  

トマトレディスクリニック 

セ ントポ ーリア  

ウィメンズクリニック 

明 石 医 院  

小 林 医 院  

長 岡 中 央 綜 合 病 院  

立 川 綜 合 病 院  

長 岡 赤 十 字 病 院  

長 岡 中 央 綜 合 病 院  
 

立 川 綜 合 病 院  

長 岡 赤 十 字 病 院  

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

 

○出前 
　【中沢集落開発センター】 

 
体育の日 

○出　前 
　【下町上集会場】 

○フリーデー 

○わくわくデー 
　リズムあそび 

○フリーデー  

○フリーデー 

○フリーデー 

○出前 
　【東保内集落センター】 

○わくわくデー 
　園庭で虫取り 

○フリーデー 

○出前 
　【下小島谷集落センター】 

○フリーデー 

○フリーデー 

○わくわくデー 
　絵本を作ろう 

○出前 
　【村田公会堂】 

○フリーデー 

○わくわくデー 
　誕生会 発育測定 

○フリーデー 

○お問合せ…住民課福祉係（� 74-3111） 

○時間…保育所　9：30～11：30 
　　　　出　前　9：30～11：00

○今月のテーマ…自然に親しもう 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31

長岡広域圏イベント情報 

『第１０回こしじ秋祭り』 

◆期　日／10月10日（日） 
◆会　場／越路役場庁舎周辺 
◆内　容／越路町の農産物及び特産品の即売、ステージイベント、

フリーマーケット等を行ないます。 
◆問合せ／越路町企画振興課（� 92－5902） 

越路町 

『あぶらげまつり・コシヒカリまつり』 

◆期　日／10月24日（日）　10時から15時 
◆会　場／杜々の森名水公園アトレとど 
◆内　容／畳一枚超の巨大あぶらげ製作実演。あぶらげ巻寿司

早食い大会。新米コシヒカリおにぎりや鴨汁などおいし
い秋の味覚が満載です。 

◆問合せ／アトレとど　（� 58－3050） 

栃尾市 

『第２２回見附市産業まつり』 

◆期　日／10月30日（土）　31日（日）　 
◆会　場／市民交流センター「ネーブルみつけ」 
◆内　容／農産物および物産品の展示即売・ふれあい感謝祭（野

菜直売）・おたのしみ抽選会。フリーマーケット（31日の
み）が予定されています。 

◆問合せ／見附市産業振興課（� 62－1700） 

見附市 
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今 月 の テ ー マ 

裁判員制度 

　
「
裁
判
員
制
度
」
は
、

 20
歳
以
上
の
国

民
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
「
裁
判
員
」
が
、

殺
人
事
件
な
ど
の
重
大
な
刑
事
裁
判
に
参

加
し
、
裁
判
官
と
一
緒
に
裁
判
を
行
う
制

度
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
裁
判
の
内
容
に
、

一
般
の
国
民
の
感
覚
が
反
映
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
平
成

 21
年

５
月
ま
で
に
開
始
さ
れ
ま
す
。 

  

　
裁
判
員
は
ど
の
よ
う
に
し
て
選
ば

れ
る
の
で
す
か 

 

　
毎
年
１
回
、

 20
歳
以
上
の
国
民
（
衆

議
院
議
員
選
挙
権
を
有
す
る
者
）
の

中
か
ら
、
翌
年
の
裁
判
員
候
補
者
と
な
る

人
が
無
作
為
に
選
ば
れ
ま
す
。
候
補
者
と

な
っ
た
人
は
、
「
裁
判
員
候
補
者
名
簿
」

に
記
載
さ
れ
、
こ
の
段
階
で
裁
判
所
か
ら

通
知
を
受
け
ま
す
。 

  

　
裁
判
員
候
補
者
と
し
て
、
裁
判
所

か
ら
呼
び
出
し
を
受
け
た
人
は
、
裁

判
所
に
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
裁
判

員
を
辞
退
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
聞
き
ま

し
た
。
裁
判
員
を
辞
退
で
き
る
理
由
と
は

ど
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か 

 

　
実
際
の
裁
判
の
日
が
決
ま
る
と
、

裁
判
所
は
、
裁
判
員
候
補
者
名
簿
の

中
か
ら
、
そ
の
事
件
の
裁
判
員
候
補
者
を

無
作
為
に
選
び
出
し
、
裁
判
員
を
選
ぶ
た

め
の
手
続
（
裁
判
員
等
選
任
手
続
）
を
す

る
日
時
を
指
定
し
て
、
呼
び
出
し
ま
す
。

こ
の
手
続
を
経
て
、
裁
判
員
候
補
者
の
中

か
ら
裁
判
員
が
選
ば
れ
ま
す
。 

　
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
理
由
が
あ
る
人

に
つ
い
て
は
、
裁
判
員
と
な
る
こ
と
を
辞

退
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

・
 70
歳
以
上
の
人 

・
学
生
ま
た
は
生
徒 

・
一
定
期
間
内
に
裁
判
員
や
検
察
審
査
員

を
し
た
。
裁
判
員
候
補
者
と
し
て
「
裁

判
員
等
選
任
手
続
」
に
出
頭
し
た
人 

・
「
や
む
得
な
い
理
由
」
（
重
い
病
気
や

け
が
を
し
て
い
る
、
家
族
の
介
護
・

養
育
の
必
要
が
あ
る
、
休
む
こ
と
で

仕
事
に
大
き
な
損
害
が
生
じ
る
、
父

母
の
葬
式
な
ど
社
会
生
活
上
の
重
要

な
用
事
が
あ
る
　
な
ど
）
が
あ
り
、

裁
判
員
の
仕
事
を
す
る
こ
と
や
「
裁

判
員
等
選
任
手
続
」
の
期
日
に
裁
判

所
に
行
く
こ
と
が
困
難
な
人
。 

  

　
仕
事
を
し
て
い
る
人
な
ど
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
に
整
え
ら
れ
て
い

る
制
度
は
ど
ん
な
も
の
が
り
ま
す
か 

 

　
裁
判
員
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

「
裁
判
員
の
仕
事
を
す
る
た
め
に
必

要
な
時
間
は
、
職
場
を
離
れ
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
い
う
こ
と
が
法
律
で
保
障
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
裁
判
員
に
選
ば
れ
た

人
が
仕
事
を
休
ん
だ
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、

事
業
主
が
そ
の
人
を
解
雇
す
る
な
ど
の
不

当
な
扱
い
を
す
る
こ
と
は
、
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ほ
か
に
も
、
「
出
頭
し
た
裁
判
員
に
対

し
て
は
旅
費
や
日
当
を
支
給
す
る
」
な
ど
、

裁
判
員
の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
制
度
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

                   

　
裁
判
員
は
具
体
的
に
何
を
行
な
う

の
で
す
か 

 

　
公
開
で
行
わ
れ
る
公
判
審
理
で
は
、

裁
判
員
は
、
証
人
や
被
告
人
な
ど
に

対
し
て
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
質
問
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
公
判
審
理
の
合
い
間
や
公
判
審
理
が
終

わ
っ
た
後
に
は
、
評
議
が
行
わ
れ
ま
す
。

評
議
は
非
公
開
で
行
わ
れ
、
公
判
審
理
を

基
に
、
被
告
人
が
有
罪
か
無
罪
か
を
決
め
、

さ
ら
に
、
有
罪
の
場
合
に
は
被
告
人
に
科

す
刑
の
種
類
や
重
さ
を
決
め
ま
す
。
評
議

で
は
、
裁
判
官
と
裁
判
員
が
対
等
な
立
場

で
議
論
し
ま
す
。
議
論
を
尽
く
し
て
も
全

員
一
致
の
結
論
が
得
ら
れ
な
い
場
合
は
判

決
の
内
容
は
、
多
数
決
で
決
め
ら
れ
ま
す
。 

　
判
決
は
、
評
議
の
結
果
に
基
づ
き
、
法

廷
で
裁
判
長
に
よ
り
宣
告
さ
れ
ま
す
。
裁

判
員
も
判
決
の
宣
告
に
立
ち
会
い
ま
す
が
、

こ
れ
で
裁
判
員
の
仕
事
は
終
わ
り
で
す
。 

  

　
裁
判
員
の
『
守
秘
義
務
』
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い 

 

守
秘
義
務
の
対
象
と
な
る
の
は
、
裁

判
官
や
裁
判
員
が
、
非
公
開
で
行
わ

れ
る
評
議
で
述
べ
た
意
見
の
内
容
や
そ
の

数
、
評
議
の
経
過
、
ま
た
、
裁
判
中
に
知

り
得
た
他
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ

る
情
報
な
ど
と
い
っ
た
、
「
秘
密
」
に
あ

た
る
場
合
で
す
。
こ
れ
に
違
反
し
、
わ
ざ

と
秘
密
を
漏
ら
し
た
場
合
に
は
、
処
罰
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
し
か
し
、
宣
告
さ
れ
た
判
決
や
法
廷
で

行
わ
れ
た
証
人
尋
問
の
内
容
な
ど
は
秘
密

に
当
た
り
ま
せ
ん
し
、
こ
の
よ
う
な
秘
密

に
触
れ
な
い
か
ぎ
り
、
裁
判
員
を
終
え
て

の
感
想
を
述
べ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 



歯
の
健
康

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー 

歯
の
健
康

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー 

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー 

介
護
老
人
保
健
施
設 

　
ぶ
ん
す
い
職
員
募
集 

新
潟
県
雇
用
・ 

　
　
労
働
フ
ォ
ー
ラ
ム 

司
法
書
士 

　
　
　
無
料
相
談
週
間 

長
岡
・
小
千
谷
地
区
合
同
就
職 

面
接
会
開
催 
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Ｑ
　
最
近
、
自
分
の
口
臭
が
気
に

な
り
ま
す
。
人
と
話
し
て
い
る
と

き
に
も
不
快
感
を
与
え
て
い
る
の

で
は
、
と
気
に
な
る
の
で
す
が
。 

 

Ａ
　
自
分
で
な
か
な
か
分
か
ら
な

い
口
臭
。
そ
の
結
果
、
口
臭
が
無

い
の
に
悩
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。 

　
口
臭
の
原
因
の
80
％
は
お
口
の

中
に
あ
る
と
い
い
ま
す
。 

　
口
の
中
に
は
た
く
さ
ん
の
細
菌

が
す
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
細
菌
が

食
べ
か
す
や
剥
が
れ
た
口
の
中
の

細
胞
を
分
解
す
る
時
に
発
生
す
る

ガ
ス
が
生
理
的
口
臭
と
し
て
臭
う

わ
け
で
す
。 

　
し
か
し
歯
周
病
や
む
し
歯
、
不

潔
な
義
歯
、
過
剰
な
舌
苔
が
あ
る
と
、

こ
の
ガ
ス
が
強
烈
と
な
り
病
的
な

口
臭
と
な
っ
て
し
ま
い
、
会
話
を

し
て
い
て
も
口
臭
が
気
に
か
か
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
口
臭

の
典
型
的
パ
タ
ー
ン
と
い
え
ま
す
。 

　
口
臭
を
防
ぐ
に
は
食
事
を
抜
い

た
り
せ
ず
よ
く
噛
ん
で
し
っ
か
り

と
た
べ
る
こ
と
。
食
後
に
は
必
ず

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
す
る
こ
と
。
ま
た
、

朝
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
時
に
、
舌

苔
を
落
と
す
舌
の
ケ
ア
も
効
果
的

で
す
。 

 

（
新
潟
県
歯
科
医
師
会
） 

長岡地域広域市町村圏長岡地域広域市町村圏・圏民圏民ふれふれあい事業事業 

ミーティングパーティX
長岡地域広域市町村圏長岡地域広域市町村圏・圏民圏民ふれふれあい事業事業 

ミーティングパーティX
長岡地域広域市町村圏・圏民ふれあい事業 

ミーティングパーティX
長岡地域広域市町村圏・圏民ふれあい事業 

ミーティングパーティX
★主　催／長岡地域広域行政組合　 
★日　時／第1回　平成16年11月27日（土） 
　　　　　午後7時30分～午後9時30分 
　　　　　第2回　平成17年1月頃を予定 
★場　所／第1回　パストラル長岡 
★対象者／各回とも 
　　　　　○男　性…圏域内在住25歳以上の独身男性40名 
　　　　　　＊事前オリエンテーション 
　　　　　　（第１回用11月19日（金）PM7：30～長岡市立

劇場）に参加できる方 
　　　　　○女　性…20歳以上の独身女性40名 
※定員を超えた場合は抽選で参加者を決定いたします。 
※より多くの方からご参加いただくため、開催2回目にお
いては1回目に参加されなかった方を優先にさせていた
だきます。 

★参加費／各回とも 
　　　　　男性：5,000円　　女性：2,000円 
★申込方法　　 
○任意の用紙に住所・氏名・年齢・性別・電話番号・相手
に望むこと・自己ＰＲを明記して、返信用封筒（定型長
3または長13のものに住所・氏名を明記し90円切手を貼っ
たもの）を同封のうえ、長岡地域広域行政組合まで郵送
又は持参でお申し込みください。 

○長岡地域広域行政組合ホームページからの申し込みも可。 
（ＵＲＬ　http://www.kouiki.nagaoka.niigata.jp） 
＊後ほど返信用封筒を長岡地域広域行政組合まで提出いた
だきます。 

★申込先／〒940－0084　長岡市幸町2－1－1 
　長岡市役所幸町分室2階　長岡地域広域行政組合 
　（問い合わせ：37－6067） 
★申込期間／10月22日（必着） 
　※2回目については12月頃応募受付。 
★服 装／男性はスーツまたはジャケットでお越しください。 

   

■
職
　
種 

○
理
学
・
作
業
療
法
士
（
正
職
員
） 

○
正
・
准
看
護
師
（
正
職
員
） 

　
※
夜
勤
可
能
な
方
優
遇 

○
登
録
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
（
登
録
） 

■
資
　
格
　 

　
各
職
種
専
門
資
格 

（
ヘ
ル
パ
ー
は
２
級
以
上
） 

　
普
通
自
動
車
免
許 

■
勤
務
地 

　
介
護
老
人
保
健
施
設
ぶ
ん
す
い 

（
分
水
町
笈
ヶ
島
１
０
４
―
５ 

　
分
水
高
校
隣
） 

■
採
用
試
験
／
随
時 

■
お
問
合
せ 

　
介
護
老
人
保
健
施
設
ぶ
ん
す
い 

　
総
務
　
近
藤 

（
�
０
２
５
６
―

 91
―
３
３
３
３
） 

    

　
一
般
求
職
者
及
び
平
成

 17
年
度
３
月

新
規
学
校
卒
業
予
定
者
を
対
象
と
し
た

就
職
面
接
会
を
、
次
の
通
り
開
催
い
た

し
ま
す
。
企
業
及
び
来
春
学
校
卒
業
予

定
の
学
生
・
生
徒
の
皆
さ
ん
の
多
数
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

■
日
　
時 

　
 11
月

 10
日

 （水） 

　
午
後
１
時

 30
分
〜
午
後
４
時 

■
場
　
所 

　
ハ
イ
ブ
長
岡
　
長
岡
市
寺
島
３
１
５ 

 

■
内
　
容
　 

参
加
企
業
（
約

 70
社
）
と
の
個
別

面
接
会 

■
そ
の
他 

参
加
希
望
の
企
業
は
次
へ
事
前
申

込
を
お
願
い
し
ま
す
。 

一
般
求
職
者
・
学
生
・
生
徒
の
事

前
申
込
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

■
お
問
合
せ
先 

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
　
学
卒
担
当 

　
（
�

 32
―
１
１
８
１
） 

    

　
県
で
は
雇
用
・
労
働
問
題
に
関
す
る

労
使
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

 11
月
に
新
潟
県
雇
用
・
労
働
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
開
催
い
た
し
ま
す
。 

■
期
　
日
／

 11
月
８
日

 （月） 

■
時
　
間 

　
午
後
１
時

 30
分
〜
４
時

 30
分
ま
で 

■
会
　
場 

　
長
岡
市
立
劇
場
　
１
階
小
ホ
ー
ル 

■
テ
ー
マ 

「
労
働
法
は
こ
こ
が
変
わ
っ
た
！
押

さ
え
て
お
き
た
い
運
用
ポ
イ
ン
ト
」 

■
講
　
師 

　
島
田
陽
一 

　
（
早
稲
田
大
学
法
学
部
教
授
） 

■
定
　
員
／
１
０
０
名 

■
受
講
料
／
無
　
料 

■
申
込
先 

長
岡
地
域
振
興
局
企
画
振
興
部
労

働
経
済
課 

　
　
　
　
　
（
�

 38
―
２
５
４
７
） 

      

　
新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は

 10
月
１
日

の
「
法
の
日
」
に
ち
な
ん
で
、
会
員
各

事
務
所
に
お
い
て
無
料
で
相
談
を
お
受

け
い
た
し
ま
す
。 

■
期
　
間
　 

　
 10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で 

　
（
平
日
の
執
務
時
間
に
お
い
て
） 

■
場
　
所 

　
県
内
司
法
書
士
事
務
所 

■
内
　
容 

　
訴
訟
、
登
記
等
に
関
す
る
法
律
相
談 

■
相
談
費
用
／
無
料 

■
お
問
合
せ 

　
新
潟
県
司
法
書
士
会 

　
（
�
０
２
５
―
２
２
８
―
１
５
８
９
） 

                  

児
童
手
当
受
給
者
の 

　
　
　
　
み
な
さ
ん
へ 

年
金
移
動
相
談
所 

16

三
島
郡
こ
こ
ろ
の 

　
　
　
　
　
健
康
講
座 

予
防
栄
養
相
談
会 

   

　
精
神
疾
患
や
精
神
障
害
に
つ
い
て
の

正
し
い
知
識
を
普
及
啓
発
す
る
こ
と
に

よ
り
、
こ
こ
ろ
の
健
康
の
意
識
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
に
「
三
島
郡
こ
こ
ろ
の

健
康
講
座
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

■
対
象
者 

　
三
島
郡
内
の
地
域
住
民
で
全
日
程
に

参
加
で
き
る
人 

■
会
　
場 

　
和
島
村
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
た
だ
し
、
４
回
目
の
作
業
所
見
学
の

み
、
与
板
町
保
健
セ
ン
タ
ー 

■
時
　
間 

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
ま
で 

 

■
内
　
容 

・
11
月
８
日

（月） 

　
現
代
社
会
と
ス
ト
レ
ス
病 

・
11
月
22
日

（月） 

　
中
高
年
の
こ
こ
ろ
の
病
気 

・
12
月
２
日

（木） 

　
病
気
の
体
験
を
聴
こ
う 

・
12
月
14
日

（火） 

　
作
業
所
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
だ
ろ
う 

■
申
込
締
切
／
10
月
22
日

（金） 

※
第
１
回
の
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
丸
山

直
樹
医
師
よ
る
講
義
は
公
開
講
座
で

す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

　
全
て
の
日
程
で
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

■
お
申
込
み
・
お
問
合
せ 

　
役
場
住
民
課
　
保
健
衛
生
係 

　
　
　
　
　
　
（
�
74
―
３
１
１
１
） 

  

　
10
月
期
の
児
童
手
当
を
10
月
８
日

（金）

に
指
定
さ
れ
た
金
融
機
関
の
口
座
に
お

振
込
み
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
下

さ
い
。 

　
今
回
の
支
給
対
象
は
次
の
と
お
り
で

す
。 

◎
支
給
額 

　
第
１
子
　
　
５
、
０
０
０
円 

　
第
２
子
　
　
５
、
０
０
０
円 

　
第
３
子
　
１
０
、
０
０
０
円 

◎
支
給
対
象
月 

・
平
成
７
年
４
月
２
日
生
ま
れ
〜
平
成

９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
児
童
の
保

護
者 

　
平
成
16
年
４
月
〜
平
成
16
年
９
月
分 

・
平
成
９
年
４
月
２
日
生
ま
れ
〜
平
成

16
年
９
月
１
日
生
ま
れ
の
児
童
の
保

護
者 

　
平
成
16
年
６
月
〜
平
成
16
年
９
月
分 

◎
支
給
対
象
者 

　
小
学
校
第
３
学
年
終
了
前
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
者 

　
収
入
が
一
定
額
に
満
た
な
い
も
の 

    

　
日
頃
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
疑
問
に

思
っ
て
い
る
こ
と
や
、
皆
さ
ん
自
身
の

年
金
等
を
も
っ
と
よ
く
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
次
に
よ
り
年
金
移
動
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
当
日
は
厚
生
年
金
に
関
す
る

相
談
や
年
金
請
求
の
手
続
き
な
ど
、
も

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

■
日
　
時
／
10
月
21
日

（木） 

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時 

■
会
　
場
／
ゆ
き
わ
り
荘 

■
相
談
員 

　
長
岡
社
会
保
険
事
務
所
係
官 

■
相
談
内
容 

　
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、 

　
そ
の
他
年
金
一
般 

■
お
問
合
せ 

　
役
場
住
民
課
　
住
民
福
祉
係 

　
　
　
　
　
　
（
�
74
―
３
１
１
１
） 

    

■
対
　
象 

　
医
療
機
関
・
検
診
・
ド
ッ
ク
等
で
糖

尿
病
・
高
脂
血
症
・
高
血
圧
等
に
異

常
が
あ
る
方
で
希
望
者
又
は
医
師
に

よ
り
勧
め
ら
れ
た
本
人
又
は
家
族
。 

■
日
　
程 

　
10
月
28
日

（木）
・
11
月
25
日

（木）
・
12
月

24
日

（金）
・
１
月
27
日

（木）
・
２
月
24
日

（木）
・
３
月
24
日

（木） 

■
時
　
間
／
午
前
９
時
〜
12
時
ま
で 

■
場
　
所
／
和
島
村
保
健
セ
ン
タ
ー 

■
そ
の
他
／
予
約
が
必
要
で
す
。 

■
ご
予
約
・
お
問
合
せ 

　
和
島
村
役
場
住
民
課 

　
　
　
　
　
　
（
�
74
―
３
１
１
１
） 

良寛の里美術館では、和島村の木村家より
全面協力をいただき木村家のほか村内の良
寛遺墨を展示いたします。 

【良寛の里美術館】 
　■営業時間／午前9時～午後5時 
　■入 館 料／個人　500円（300円） 
　　　　　　　団体　４００円（２００円） 

　■休 館 日／年末年始 

10月16日（土）～1１月14日（日） 

　
善
意
を
あ
り
が
と
う 

　
社
会
福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
村
社

会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
々
よ
り
ご
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す 

■
金
子
自
動
車
商
会 

　
　
　
　
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
　
様 

■
駅
前
　
　
久
住
　
六
郎
　
様 

開
催
中

開
催
中 

開
催
中 

　
７
・
13
豪
雨
災
害
で
、
和

島
村
も
激
甚
災
害
に
指
定
さ

れ
る
大
被
害
を
被
り
ま
し
た
。 

現
在
、
道
の
駅
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
「
も
て
な
し
家
」
で

は
災
害
復
興
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
被
災
住
民
よ
り
災
害
復
興

に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
物

品
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

被
災
商
品
で
あ
り
ま
す
が
お

気
に
入
り
の
も
の
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
災
害
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ー
ナ
ー
よ
り
、
ご
自
由
に

お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。 

　
そ
の
際
に
、
皆
様
の
善
意

を
頂
戴
し
て
、
こ
れ
を
災
害

義
援
金
と
し
て
役
立
て
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

お
気
持
ち
を
募
金
箱
に
入
れ

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（２０名様以上）（　）内は小人料金 

（大字屏風） 


	h16_10_01
	h16_10_02
	h16_10_03
	h16_10_04
	h16_10_05
	h16_10_06
	h16_10_07
	h16_10_08
	h16_10_09.pdf

